
　株式会社スマートサポートが、「スマートスーツに
よる軽労化技術普及への寄与」としてこれまでの軽
労化普及活動を評価され、公益社団法人計測自動制
御学会(SICE)からシステムインテグレーション（SI)
部門技術業績賞を受賞いたしました。
 

SICE SI部門技術業績賞受賞

　

「軽労化」および「スマートスーツ」は株式会社スマートサポートの登録商標です
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　2014年3月、株式会社 大林組より軽労化®スーツ
「疲れ知らずスーツ」がプレスリリースされました。同
社と北海道大学 田中孝之准教授との共同開発です。
発表された「疲れ知らずスーツ」は、建設作業において
特に上向き作業での首の負担を軽減するための軽労
化スーツとして開発されました。同社は、建設作業員
の負担軽減のために軽労化に対する関心を強く持た
れ、2010年より軽労化研究会のメンバーとして活躍
されています。（次ページへ続きます）

　　　　　
大林組・北大共同開発
「疲れ知らずスーツ」

建設作業の軽労化 ～ 上向き作業もラクラク ～

　表彰式は昨年12月16日に東京ビッグサイトで開
催された同学会で行われ、当社技術顧問の北海道大
学大学院情報科学研究科の田中孝之准教授が出席
し、表彰状と記念の盾をいただきました。



 
　「疲れ知らずスーツ」の開発に先立ち、まず実際の建
設現場において負担となっている作業を調査し、その
中で上向き作業に注目しました。

　上向き作業において体にかかる負担を，筋電位信号
を計測して解析したところ、頭を後ろに反らしたときに、
首や肩の筋肉に大きな負担がかかっていることが分か
りました。 また、単に頭を反らしただけでなく、背中を
　　　　　　　　　　　　 反らせることで、首の負担
　　　　　　　　　　　　 が増えることも分かりま
　　　　　　　　　　　　 した。
　　　　　　　　　　　　 　これらの解析結果をも
　　　　　　　　　　　　 とにして、頭と背中をそれ
　　　　　　　　　　　　 ぞれ反らすことによる首
　　　　　　　　　　　　 の負担を弾性素材でサポ
　　　　　　　　　　　　 ートするパッシブな軽労
　　　　　　　　　　　　 化メカニズム（特許申請
　　　　　　　　　　　　 中）を採用した「疲れ知ら
　　　　　　　　　　　　 ずスーツ」のプロトタイプ
　　　　　　　　　　　　 が完成しました。

　このプロトタイプでは、後頭部に取り付けられた板
バネがヘッドレストの役割をし、頭を反らすことによる
首の負担を軽減します。
　さらに、上体の前面に配置されたゴムベルトが腰と
板バネをつなぐことで、背中を反らせることによる首の
負担を軽減する、 画期的な軽労化メカニズムです。
　人間工学的なアプローチで、首の筋肉の負担を30%
軽減するように板バネとゴムベルトの硬さが設計され
ています。北海道大学での実験によると、上向き作業に
おいて首の負担を平均で37%軽減できることを確認し、
設計どおりの効果があることが示されました。その後、
装着感を向上するために素材の変更や軽量化が行われ
重さ200gのジャケットタイプ「疲れ知らずスーツ」が完
成しました。

　既にビル建設の天井配管工事や桟橋の補修工事など
に適用されています。同社では、負担の大きな上向き作
業全体に普及させるべく、現場からの意見を取り入れて、
スーツの改良を進めています。
　今後はロボット技術を取り入れた軽労化スーツの開
発にも取り組まれるとのことです。
　軽労化技術の開発と建設・土木作業の軽労化に取り
組まれる株式会社大林組を、軽労化研究会も全面的に
サポートしていきたいと思います。

次回
予告

この冬株式会社ノマド・北海道大学
スポーツトレーニングセンター・
株式会社スマートサポートが共同で
実施した冬期体づくり教室を特集い
たします。




